
おうぎ形の面積 S は、
おうぎ形の半径（母線 R ）と、孤の長さを使って
次の式で求めることができる。
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数学 平面図形と空間図形
角すいや円すいの表面積

円すいの側面のおうぎ形の面積の求め方

側面のおうぎ形の面積の求め方①

おうぎ形の面積 S＝  ×ℓ（おうぎ形の孤の長さ）×R （おうぎ形の半径＝母線）1
2

おうぎ形の面積 S＝πR r（π×母線×底面の円の半径）

おうぎ形の面積 S は、
おうぎ形の半径（母線 R ）と、
底面の半径 r を使って、求めることができる。

側面のおうぎ形の面積の求め方②

おうぎ形の面積 S＝  ×ℓ（おうぎ形の孤の長さ）×R （おうぎ形の半径＝母線）1
2

＝  ×2πr×R 1
2

＝πR r（π×母線×底面の円の半径）

底面の半径 r

円すいの側面は、おうぎ形になっており、
このおうぎ形の面積は、次の公式を使って求める。

側面のおうぎ形の孤の長さは、底面の円の円周と長さが等しいので、
ℓ（おうぎ形の孤の長さ）は、底面の半径 r を使って、2πr とすることができる。
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